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ＮＥＷＳ ＲＥＬＥＡＳＥ （2022 年 2 月 18 日）取材・報道依頼 

海洋中深層の生物群集は表層の生物生産に依存する 

―深海の生態系を支えるエネルギー供給源を評価する方法を開発― 

報道機関 各位 

 

平素より本学の報道に関しては大変お世話になっております。 

この度、海洋中深層における生物群集のエネルギー供給源を評価する方法を発見しましたので、取材・

報道いただきますようご案内申し上げます。 

 

記 

【本研究のポイント】 

1. 餌が極めて少ない海洋中深層に生息する生物群集のエネルギー供給源を調べる研究です。 

2. 捕食被食関係を反映する化学物質（安定同位体比）を使って、海洋中深層の動物プランクトンを支

えるエネルギー供給源を判別する方法を発見しました。 

3. 同一海域における動物プランクトンの安定同位体比は、多様な分類群であっても同じ直線上に配置

され、エネルギー源を共有する食物網を示していることが分かりました。 

4. 餌が多い表層でも餌が少ない深層でも、動物プランクトンの安定同位体比は同じ直線上に配置さ

れることから、深層の動物プランクトンでも表層で作られた餌に依存していることが判明しました。 

5. 海洋生態系における食物網は極めて複雑ですが、この方法を使えばエネルギー供給源や捕食被食

関係を解明できる可能性があります。 

 

鹿児島大学水産学部水圏科学分野（小針研究室）の研究グループは、既存の研究では難しかった深

海の生態系を支えるエネルギー供給源を調べる方法を開発し、表層で作られた物質に依存していること

を解明しました。西部北太平洋の異なる海域において多様な動物プランクトンを採取し、これらの捕食被

食関係を反映する安定同位体比を測定しました。その結果、多様な分類群であっても動物プランクトンの

安定同位体比は画一的な関係を示すこと、この関係はエネルギー源を共有する捕食被食関係を表して

いること、この方法によって深海の動物プランクトンは表層で作られた物質に依存していることを発見しま

した。これまで、深海に分布する生物群のエネルギー源は表層から沈降してきた物質（マリンスノー）であ

ると言われてきましたが、それを画一的に説明できる方法がほとんどありませんでした。今回の発見は、

深海の生物群集は表層の生物生産に依存することを示しただけでなく、この方法を応用することで複雑

な海洋生態系のエネルギー供給源や捕食被食関係を解明できる可能性があります。 

本研究は海洋研究開発機構との共同研究により、科学研究費補助金の支援を受けて行われました。

本研究成果は、Deep-Sea Research I のオンライン版にて公開されました。 
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【背景】 

海洋中深層へ沈降する物質（マリンスノー）は、地球温暖化物質を深海に封印するための主な経路と

なっています。また、マリンスノーは深海における生物群集の主なエネルギー源と考えられてきたため、海

洋中深層における生物群のエネルギー源を評価する研究が、近年世界的に進められつつあります。しか

し、 

 海洋中深層では生物多様性が非常に高く、複雑な捕食被食関係が構築されていること 

 高度な生物分類技能が要求され、生物の識別に膨大な労力・時間を要すること 

 既存の技術では、海洋生態系における捕食被食関係の定量的評価が困難であること 

など多くの問題が解決されておらず、海洋中深層の生物群がどのくらい表層で作られた物質に依存して

いるか未だよく分かっていません。 

 

【研究内容】 

海洋中深層における生物群の中でも、動物プランクトンは特に雑多な餌を利用するため、研究開始前

より数々の問題が想定されました。しかし、捕食被食関係を反映するとされる安定同位体比を使えば、逆

にこの複雑な捕食被食関係を画一的に表現できるはずと考えました。そこで、生物群が全く異なる北太

平洋亜熱帯域および亜寒帯域から採取した動物プランクトンから多くの分類群を多大な労力と時間を

かけて識別しただけでなく、測定に十分な膨大な数の動物プランクトンを分別することで、研究データを

得ました。 

本研究では、私たちの予想通りの結果が得られました。同じ海域における動物プランクトンの安定同位

体比は、多様な分類群であっても同じ直線上にならび、この直線はエネルギー供給源を共有する捕食被

食関係を示していることを発見しました。また、餌が少ない深層動物プランクトンの安定同位体比は表層

と同じ直線上にならぶことから、深層の動物プランクトンでも表層で作られた餌に依存していることが判

明しました。本研究の発見は、海洋中深層の生物群は表層で作られた餌に依存することを示しただけで

なく、この方法を応用することで複雑な海洋生態系のエネルギー供給源や捕食被食関係を解明できる

可能性を示唆しています。 

 

【今後の展開】 

これまで、海洋生態系における食物網は極めて複雑であるため、エネルギー源やその経路を解明する

ためには高度な知識と技能に加えて、膨大な労力・時間が必要でした。私たち研究グループ（小針・久

米・小玉研究室）では、鹿児島大学練習船を効果的に利用した海洋観測と生物採取に加え、これまで開

発してきた解析技術も駆使し、我が国の水産資源を支える魚類（特に、ウナギに代表される餌料源が未

解明な養殖種苗）の餌料源解明を目指します。  
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【問い合わせ先】 

住所：〒890-0056 鹿児島県鹿児島市下荒田 4-50-20 

鹿児島大学水産学部水圏科学分野 プランクトン研究室 

小針 統 （教授） 

電話番号：099-286-4140 

e-mail：kobari@fish.kagoshima-u.ac.jp 

※教務等でオフィスを不在にしている時間が多いので、まずはメールにてご連絡賜れれば幸い

です。 

※対面での取材を希望される際には、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策の実施をお願

いいたします。 

    


